
2021年 12月 5日（49週目) 主日礼拝          「第二のイギリス時代を開き世界の災いを防ごう」(マタイ 28:18-20) 

神様が私達を救って下さったことには理由がある。神様は、全ての人が、悪魔の奴隷から神様の子どもになることを願っている。人間に魂があるので人々は宗教を信じるが、宗

教は悪魔から始まったものである。しかし、宗教を信じるほど苦しくなる。神様は私達を永遠の前から選んで下さった。キリストが、十字架で死んで全ての問題を解決された。私達に

とって、今日から何も問題がない。私達が救われて終わりではない。教会の第一の使命が、福音の宣教である。宣教する国が祝福される。ヨーロッパの歴史を通して、そのことが

分かる。ローマ帝国は、キリスト教国家になったが、信じない人を国外追放した。そして、国外追放された人が、他国に宣教して、宣教された国の人々がローマ帝国に攻め入り、ロ

ーマ帝国は滅亡した。神様の目的は、強大国が、キリスト教の国家になって他国に宣教することである。イギリスの国の貴族の場合は、自分が信じるだけでなくて、宣教をしていっ

た。オリバー・クロムウェルがキリスト教国家になることを進めていった。そして、他の国もキリスト教国家にしたイギリスが持っていた宣教のバトンを日本が掴むべきである。 

1.御座を味わう運動 2.伝道弟子の運動 3.宣教大国の運動 

▲神様の子どもになった私達には、神様が共にいる。 

1)マタイ 28:18 

・キリストは天でも地においても一切の権威を持っている。 

・私の中に、天の御座におられるキリストが共にいる。 

・私達にもその力の祝福が与えられている。 

〇マル 16：19(天に上げられて神の右の座に着かれた。) 

・キリストは神の右の座につかれた。 

・神の右の座とは、全ての権威を持っている証拠である。 

・世の終わりまで主が共におられる。 

2)Ⅰコリント 3:16 

・主が共におられることを信じるように。 

・日本が宣教大国になるために、御座の祝福を味わうように。 

・24時味わうことが出来るようになる。 

3)ヨハネ 15:4(わたしにとどまりなさい。) 

・キリストと共にいることを信じられるように。 

・人々を愛し、赦して、謙遜になることが出来る。 

・私達は、キリストから離れたら何もすることが出来ない。 

4)使徒 2:42 

・礼拝をする時に祝福を受けるようになる。 

・主日は、礼拝をするために作られるようになった。 

・主日の御言葉を握り、勝利出来るように。 

・主と共にいることを常に考えることが出来るように。 

・そうすると病が癒されていくようになる。 

5)Ⅰテサ 5:10(目ざめていても、眠っていても、主とともに 

生きるためです。) 

・私を救って下さった目的は、主と共に生きるためである。  

・主と共に生きることを証するほどに、主の御業が起こる。 

・呼吸をするように祈りを味わう 

―呼吸をした方が楽であるように祈りをした方が楽である。 

・礼拝を一日中、味わうことが出来るように。 

 

 

▲主日礼拝のメッセージを味わい、そのことを伝達するこ

とが出来るように。 

1)マタイ 28:19-20(それゆえ、あなたがたは行って、あら 

ゆる国の人々を弟子としなさい。) 

・全世界の人々に福音を伝えるように。 

・弟子を立てることが出来るように。 

・力があってこそ伝道も出来るようになる。 

・そのために、主が共におられる。 

2)Ⅰペテ 2：9 

・私達は神様の子どもである。 

・伝道・宣教に関心がなければ自分の事で精一杯である。 

・伝道・宣教が私達のメインの仕事である。 

3)Ⅱテモテ 2:1(そこで、わが子よ。キリスト・イエスに 

ある恵みによって強くなりなさい。)  

・レムナント達を強い子どもに育てるように。 

・日本に 1 万人の弟子をたてることが出来るように。 

 ・私は、一生の間、何人の弟子を立てるかを考える。 

 ・弟子をたてるために祈りをすれば答えられる。 

▲日本に 1 万人の弟子をたてることが出来れば、日

本が宣教大国になることが出来る。 

〇宣教大国運動をすることが出来るように。 

1)マタイ 24:14(この御国の福音は全世界に宣べ伝え 

られて、すべての国民にあかしされ、それから、 

終わりの日が来ます。) 

・宣教する国がある時に災いが終わる。 

・福音が全世界に宣べ伝えられて終わりがくる。 

 ・地球は温暖化などで永久に続くものではない。 

 ・福音を持った国が宣教する時に祝福される。 

2)ローマ 11:25 

・伝道宣教のために生きる人生となるように。 

・福音をすべて持っている教会に責任がある。 

・宣教か災いかである。 

3)使徒 1：8(および地の果てにまで、わたしの証人と 

なります。) 

・聖霊が臨まれる時に、証人となる。 

・キリストが私の中にいることを味わえるように 

・イギリスは宣教国家となり災いから守られた。 

・イギリスの宣教のバトンを日本が受け継ぐ。 

・福音宣教教会が、福音のバトンを受け継ぐ。 

 ・日本をイギリスのような強い宣教国家とする。 

・237 国家に神の国を建てることが出来るように。 

・私達が宣教国家とする決断をするように。 

 

▲結論－決断をするように。 

〇アブラハムの祝福－創 12:2-3 

・聖徒を通して人々が祝福されて生かされる。 

〇嘆き悲しむ日が終わる―イザヤ 60:20 

〇最も弱い者も強国となる―イザヤ 60:22 



現場地教会（2021 年 12 月 5 日～2021 年 12 月 11 日） 
【賛美】 「イエスわが王よ」 

１）イエスわが王を賛美で迎えん 栄光の主の御座を もうけたまえ主よ  

私は神のもの ゆえに神にささげん  御心のままにおさめよ 主イエスよ 

２）イエスわが王よ ここに来られ われが主にささぐ 賛美受けたまえ 

われは主のしもべ 主はわれらのきみ 主なるイエス来られ 賛美を受けたまえ 

 

【使徒信条】 

 我は天地の造り主、全能の父なる神を信ず。我はその独り子、我らの主、イエス・キリストを信ず。

主は聖霊によりてやどり、おとめマリアより生まれ、ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、十字架に

つけられ、死にて葬られ、よみにくだり、三日目に死人のうちよりよみがえり、天にのぼり、全能の父

なる神の右に座したまえり、かしこより来たりて、生ける者と死にたる者とを審きたまわん。我は聖

霊を信ず、聖なる公同の教会、聖徒の交わり、罪のゆるし、からだのよみがえり、とこしえの命を信

ず。アーメン 

 

【メッセージ】      「第二のイギリス時代を開き世界の災いを防ごう」(マタイ 28:18-20) 

  

【讃美】                   268 世界中にのべつたえよ 

                      

【祈り】  

①教会の祈りの課題 

1,全聖徒が御座の祝福を味わう霊的見張り人となり、福音と祈りでミッションを掴み、日本と 237

に働く暗闇と霊的戦いができますように。 

2.全聖徒が霊的医者となり、霊的な病で死んでいく日本と 237を、御言葉と祈りで癒すことができ

ますように。 

3.全聖徒がキリストの霊的サミット大使となり、日本と 237 のサミットを原色福音で生かして育て、

キリストの福音を伝えることによって、日本をキリスト教国家にできますように。 

※御国イザヤ牧師に聖霊充満と 5 つの力が与えられるように。 

②現場地教会の聖徒の中で欠席された方、問題、病にある方、新しい家族のために。 

③現場地教会参加者の祈りの課題（集まった聖徒の祈り課題を付箋に記入）のため。 

 

【フォーラム・祈り】 

 

【主の祈り】 

 天にましますわれらの父よ。ねがわくは、御名をあがめさせたまえ。御国をきた

らせたまえ。みこころの天になるごとく、地にもなさせたまえ。我らの日用の糧を、

今日も与えたまえ。我らに罪をおかす者を、我らがゆるすごとく、我らの罪をもゆ

るしたまえ。我らをこころみにあわせず、悪より救いだしたまえ。国とちからと栄 

えとは限りなくなんじのものなればなり。 アーメン 

 

 

 

 

福音宣教教会 

祈り題 

 

 

1. 福音宣教教会(ローマ 16:20、25－27) 

2. 主任牧師(使徒 6:4、アモ 3:7、創世記 18:17) 

3. レムナント(イザヤ 6:13) 

4. 癒し(使徒 19:8－20) 

5. 日本神学校、東日本神学校(Ⅱ列 6:8－23) 

6. 200 都市(創世記 41:36－38) 

7. 1000 大学(使徒 19:9－10) 

8. 日本総会教会(使徒 6:4、コロ 4:2－3) 

9. 日本 8000 教会(使徒 17:1－3) 

10. 本部、柳牧師(138、14、24、、25、00、237) 

11. 日本をキリスト教国家とする(使徒 18:9－10) 

12. 237 宣教、太平洋・インド洋宣教(マタ 24:14、使徒 1:8) 

 
 
 
 
 
契約の祈り 
(主日礼拝) 

1. 天と地の一切の権威を持って御座におられるキリストが、私と共に

おられることを毎日味わう神様の子供になったことを感謝します。 

 

2. 自分だけではなく他の人も悪魔の奴隷から神様の子供にする一万

人の弟子運動に用いられることを願います。 

 

3. 終わりの時代に世界宣教のバトンを受け継ぎ、日本と世界の災いを

防ぐ宣教大国の答えを受けますように。 

 

 

お知らせ 

 

 

〇伝道キャンプに参加しましょう 

12 月 6 日から 8 日 磐田教会  

12 月 13 日から 15 日 大阪・徳島 

12 月 20 日から 22 日 大船渡、奥州 

〇クリスマス会－12 月 25日 14：00 

〇青少年修練会－12 月 27日 

福音宣教教会 

主管牧師：御国イザヤ 

名古屋市中区栄 5丁目 23－8／tel:052-238-6003 

主日(日曜)1部礼拝 7:00 ／ 2部礼拝 10:00 ／ 3部礼拝 12:00 

  


